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研究成果の概要（和文）：　本研究では，マウスの歯の移動の実験モデルを用い，低出力超音波(LIPUS)照射によって
歯の移動促進化を図ることを目的とした。
　マウスにクローズドコイルスプリングを装着し，第一臼歯を近心移動させ，12日後にマイクロCTを用いて歯の移動距
離を計測した。LIPUS照射群では対照群に比べ歯の移動量が増加する傾向が認められたものの，両群間に統計的な有意
差を認めることはできなかった。

研究成果の概要（英文）： The purpose of the present study was to evaluate whether the application of low 
intensity pulsed ultrasound (LIPUS) could accelerate orthodontic tooth movement using mouse research 
models.
 A Ni-Ti closed coil spring was inserted between the upper anterior alveolar bone and the upper left 
first molar and was fixed. The amount of tooth movement was measured by micro CT on day 12. The amount of 
tooth movement of LIPUS group tended to be greater than those of control group, however, these two sides 
were not significantly different statistically.

研究分野： 歯科矯正学

キーワード： 矯正的歯の移動　低出力超音波
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１．研究開始当初の背景 
 
現在，歯科矯正治療において解決すべき課

題の 1 つに治療期間が長いという点がある。
これまで，ブラケットやワイヤー等の治療器
材の開発，治療テクニックの改善（矯正力の
加え方等）などにより治療期間の短縮が図ら
れてきた。近年，矯正用インプラントによる
固定強化により治療メカニクスが改良され，
さらなる治療期間の短縮が可能となってき
た。しかしながら，治療期間が十分に短縮さ
れたとは言い難いのが現状である。 
歯科矯正治療は生体反応を利用した治療

にもかかわらず，生体自身に対するアプロー
チはほとんど行われておらず，生体反応をコ
ントロールすることでさらなる治療期間の
短縮が可能になると考えられる。今日まで歯
の移動のメカニズムに関して分子・細胞レベ
ルでの解析は多く行われてきており，薬理学
的な方法によって歯の移動を制御すること
は可能であると考えられる。しかしながら，
臨床において薬剤投与を行う場合は，その副
作用等を考慮せねばならず，患者の同意を得
にくいなど，現実的・実用的な手法とは考え
にくい。つまり臨床応用を考えた場合，診療
室で容易に施行でき，かつ患者にとっても受
け入れやすいことが必要条件となる。 
歯科矯正治療における歯の移動メカニズ

ムは，圧迫側に誘導される破骨細胞の働きに
よる骨吸収と牽引側に誘導される骨芽細胞
に働きによる骨添加によって歯の位置が変
化することによる。つまり歯の移動には骨代
謝が密接に関係している。一方，整形外科分
野においては低出力超音波照射が骨折の治
癒に促進的に働くとされ，臨床応用がなされ
ている。これは骨代謝が促進されるとの報告
によるものである。これを歯科矯正領域に応
用した場合，骨代謝の促進によって歯科矯正
治療における歯の移動が促進されるのでは
ないかと考えられる。臨床応用へ至るために
は，まず基礎的・学術的なエビデンスが必要
であり，そのためにマウスの歯の移動モデル
を利用することとした。 
 
２．研究の目的 
 
歯科矯正治療の基盤は歯に矯正力を加え

て動かすということであり，この基本は変わ
らない。歯科矯正治療の課題として審美性の
向上や疼痛の軽減，清掃の簡易化などが挙げ
られるが，その治療期間の長さから治療期間
の短縮も大きな課題の1つである。近年，様々
な材料の開発やメカニクスの研究により治
療の効率化がなされ，治療期間の短縮が図ら
れるようになってきたが，その効果はまだ十
分とは言えない。 
本研究の目的は，低出力超音波照射によっ

て歯の移動促進化を図ろうとするものであ
る。マウスの歯の移動の実験モデルを用い，
基礎的・学術的なエビデンスを得ることで，

臨床応用への一助としたい。 
 
３．研究の方法 
 
全身麻酔下でマウス(C57BL6/J 雄 8 週齢)

の上顎切歯部歯槽骨と左側第一臼歯間にク
ローズドコイルスプリングを装着し，第一臼
歯を近心移動した。超音波付与群には超音波
発振器を用いて左側頬部より超音波振動
(3.0MHz)を毎日 20 分付与する。12 日後にマ
イクロ CT を用いて第一臼歯と第二臼歯間距
離を計測し歯の移動量とした。 
 

４．研究成果 
 
対照群では 124.0m(S.D. 80.2m)，LIPUS

照射群では 223.5 m(S.D. 108.0m)であった。
LIPUS 照射群で移動量が増加する傾向が認め
られたものの，両群間に統計的な有意差は認
められなかった。 
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